
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 100.0 100.0 100.0 100.0

実績 100.0 100.0 100.0 90.9

達成率 ％ 100.0% 100.0% 90.9%

目標 70.0 70.0 75.0 80.0

実績 61.2 調査未実施 66.0 58.7

達成率 ％ - 94.3% 78.3%

目標 40.0 40.0 40.0 45.0

実績 35.7 調査未実施 36.8 40.8

達成率 ％ - 92.0% 102.0%

目標 70.0 70.0 75.0 85.0

実績 68.5 72.2 83.7 93.0

達成率 ％ 103.1% 119.6% 124.0%

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

指標の分析

臼杵市基礎基本テストにおいて、全教科で偏差値５０を超える学校の割合を１００％にすることを継続していく必要がありま
す。家庭学習の時間の達成状況が低いことに関しては、１日にほとんど家庭学習をしていない児童生徒が一定数いることが
原因として考えられます。そのためには保護者と連携して、家庭学習や家庭での健康増進への取り組みを推進していかなけ
ればなりません。　また、学力向上に向けても地域社会との連携を推進するため、コミュニティ・スクールの趣旨の理解に努
め、学校運営への参画の取り組みを推進していきます。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

強化領域 2.63 1.99

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」が高く、「満
足度」は低い「強化領域」に位置しており、取り組みの強化が
求められています。

市民意識調査
結果分析

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」が高く、満
足度がやや低い「強化領域」に位置しており、学力向上に対
する市民の期待感の表れだと考えられます。

令和5年度以降
の課題

学校における学力向上プロジェクトの取り組みやICTを活用した授業改善、特別支援教育の充実や読書のまちづくりの継続
した取り組みなどにより、小学校、中学校共に学力テストの改善が見られ、学力向上は確実に進んでいると考えています。ま
た、家庭でのテレビやゲーム等のメディアに触れる時間が長いなど、家庭での学習習慣の定着も喫緊の課題といえます。肥満
傾向出現率も高く、体力についての課題もあることから、生活習慣の改善に対する家庭との連携が必要です。

学校で食に関する授業を受けた児
童・生徒の割合

栄養教諭・栄養士等により、年1
回以上食育授業を受けた市内
小中学校の児童生徒の割合

%
80.0

臼杵市学力定着状況調査で全教科
で偏差値50を超えた学校の割合

臼杵市基礎基本テスト
%

100.0

平日に1日2時間以上、家庭などで
学習する中学3年生の割合

全国学力・学習状況調査
%

45.0

まちづくり
の方針

磨き輝き続ける市民がつながり、臼杵っこが育つまち（学び）

５年後の
めざす姿

幼保小中が一体となって、子どもの自立につなげる１５歳の臼杵市の子どもの姿『「学ぶ力」「誠実さ」「たくましさ」を身につけた臼杵大好き
“臼杵っこ”を目指す教育を推進していきます。
学校では、管理職のリーダーシップのもとで芯の通った学校組織による学校運営を目指します。コミュニティ・スクールの推進により、家庭と
地域と学校が一体となった教育活動を推進します。

施策の内容
学校においては、児童生徒につけたい力を明確にした教育に取り組みます。教師は、子どもの思いや気持ちに寄り添い、子どもの理解に努め
ます。　保護者は、家庭教育基本方針及びほっとさんの教え１０か条で親力を高めます。子どもは、家庭学習や運動の習慣を身につけます。
また、地域社会はコミュニティ・スクールの趣旨を理解し、学校運営や学校行事に参画・協力します。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

平日に1日1時間以上、家庭などで
学習する小学6年生の割合

全国学力・学習状況調査
%

75.0

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

学校教育課 新名　敦 ３１１０
（令和4年度）

コード Ⅴ-12-24 施策名 基礎学力の定着と向上

施策の方針 ふるさとを担うたくましい人材を育てる

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
学校教育
課

1,384 1,497 1,975 継続

2
学校教育
課

○ 21,208 30,498 28,757 重点継続 ○

3
学校教育
課

122 33 45 継続

4
学校教育
課

8,573 8,766 12,666 重点継続

5
学校教育
課

○ 197,076 224,910 221,464 重点継続 ○

6

7

8

9

10

228,363 265,704 264,907 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

維持
施策の指標や進捗状況は順調に推移しているため、保護者や子どもの状況が多様となる中、学校だけではなく、地域な
どと連携を図り、様々な方法で関わりながら、現状通り施策の取り組みを維持してほしい。

学校においては、教職員の授業力向上を中心とした人材育成に継続して取り組みます。特に食育推進については、学校だけに留まらず、市全体として支援し
ながら、地域との連携を図り、教育内容を充実していきます。

実施年度
基礎学力の定着と向上は、市民からは強化を期待される施策ですが、指標の達成率を踏まえた進捗状況は、おおむね
順調に推移しており、また、学力向上プロジェクトやICTを活用した授業改善に現状で取り組んでいるため、今後も取り
組みを継続していきます。

内部評価

令和５年度
実施予定

目標を達するため、
現状維持とする

外部評価 評価のコメント

合計

進捗状況
幼保小中一体教育のさらなる深化と発展により、１５歳の春を迎える子どもたちをつながりをもって育てていく必要が
あります。教職員の大量退職や大量採用時代を迎えていますが、芯の通った学校組織の下で、教職員の授業力向上を
図るための取り組みが必要です。学力向上とともに体力向上にも力を入れることが重要であり、更なる食育推進や学校
給食の充実、また、子どもの頃からの生活習慣の見直しなど、健康づくりへの取り組みの強化も必要です。

課長評価

概ね順調
目標を達するため、

現状維持とする

ＩＣＴ活用教育推進事業
パソコン、大型モニタ、タブレット端末を
整備し、学力向上を図ります。

小中一体教育推進事業
中学校を１つのブロックとして、小中学校
９年間の教育目標・方針を明確にし教育
活動を行います。

学力向上対策事業費

学力向上に対する教職員の配置や研修
を行います。授業力改善等の取り組みに
よる児童生徒の学力状況調査を実施しま
す。

学校給食運営事業
食による児童・生徒の健全な育成を図る
とともに、安心・安全で美味しい給食を提
供します。

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

市教育研究協議会補助
金

授業研究や教材研究を行う協議会に補
助を行うことで、教職員の資質・力量を
高め授業力の向上を図ります。
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